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2. 有効な熱中症防止対策

① 暑熱ばく露の評価

② 暑熱ばく露の軽減

③ 有効な休憩所の設置と休憩タイミング
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業務上の死傷者数・死亡者数の推移
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熱中症による業種別死傷者数
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出典：厚生労働省安全衛生部，2010～2022年の合計



業種別の死傷者に占める死亡者の割合
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建設業・警備業・農業・林業での
死亡率が高い

共通点
• 屋外作業が多い
• 休憩所の整備が難しい場合が多い

清掃業は全業種平均と
ほぼ同じ（3%程度）



事業所規模と熱中症死亡者数

 熱中症死亡災害の大半は小規模事
業場で発生。
◼ 10人未満の零細企業で47%，50人未満

の小企業で82%を占める。

◼ 大企業では熱中症死亡災害はほとんど
起きなくなっている

◼ 小規模事業場では熱中症対策が不十分
な可能性が高い。

 小規模事業場ならびに小規模現場
における対策が必要。
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2011～2020年の熱中症死亡災害176件の解析結果



業種別・規模別の熱中症死亡者数
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2011～2020年の熱中症死亡災害176件の解析結果

職場での熱中症は少数派だが，特定の業種，小規模
事業場では死亡者が多い状況。

小規模な建設業での
死亡事例が非常に多い

警備業は必ずしも小規模でなくても発生している
製造業・運輸業は
規模に関わらず発生している

エッセンシャルワーカー



清掃業，廃棄物処理業における
労災死亡事例
年月 発生場所 業種（作業内容） 年齢 経験 概要

2011/6 埼玉県 廃棄物処理業
（不燃物選別作業）

40代 1年 不燃物埋立地のリサイクル工場で不燃物の粗選別作業を
行っていた作業者が熱中症を発症し，翌日搬送先の病院
で死亡。

2013/7 千葉県 廃棄物処理業
（産廃分別作業）

70代 0年 産廃中間処理施設内にて廃棄物の分別作業を行っていた
作業者が熱中症を発症し，翌日搬送先の病院で死亡。

2013/7 神奈川県 清掃業
（ごみ収集）

30代 4年 ゴミ収集車を運転し，同僚とともに家庭ごみの収集を
行っていたところ，熱中症を発症し，23日後に死亡。

2015/7 愛知県 清掃業
（産廃分別作業）

30代 半年 事業場建屋内にて産廃の分別作業を終えて帰宅途中に熱
中症を発症し，翌日病院で死亡。

2016/6 滋賀県 清掃業
（ごみ収集）

50代 1年 午前中にごみ収集作業を行い，午後から敷地内の下刈り
作業を行っていたところ熱中症を発症し，翌々日死亡。

2017/8 愛知県 清掃業
（ごみ収集）

40代 4ヶ月 家庭ごみの収集中に突然倒れ，病院に搬送されたものの
同日死亡。

2020/7 大分県 清掃業
（産廃分別作業）

40代 10年 半露天ヤードで廃プラスチック類の分別作業に従事して
いた被災者が倒れているのが発見され，翌日死亡。

2020/8 静岡県 清掃業
（スクリーン交換作業）

50代 12年 屋外のベルトコンベアーのスクリーン交換作業に従事し
ていたところ熱中症を発症し，同日死亡。

9

2011～2020年の熱中症死亡災害176件から抜粋



清掃業，廃棄物処理業における
労災死亡事例（１）
2013/7/11，千葉県八街市での事例（72歳，経験0年，当日最高気温：32.8℃）

 産業廃棄物の中間処理施設内において廃棄物の分別作業を行っていたところ、14:30頃に気分
が悪くなり、別の場所に移動し、休憩していたところ、より容態が悪化してきたため、救急車
を呼び、搬送されたが、翌日8:30に病院にて死亡した。熱中症による多臓器不全と診断された。

 被災者は7:48から作業を開始した。10:00から30分間休憩所で休憩、12時から13時まで昼休憩。

 休憩中に被災者の体調が悪そうだったので、「大丈夫？ 食べられる？」と声をかけたが、
「大丈夫、食べられるよ」と返事をし、自分の車の中で昼食と休憩を取った。

 13時から作業を再開したが、14:30頃に分別作業中であった被災者が、場内で徒歩で移動中に
よろめきそのまま座り込んだため、同僚が脇を抱えて場内のストックスペースに移動させた。

 「大丈夫？」と聞くと「大丈夫」と答えたが、5分経っても回復しないため、休憩場に移動さ
せることとした。「歩ける？」と聞くと「歩けるよ」と答え、途中で自分の水筒を自ら取りに
行き、その場で飲んだ。

 その後、歩いて休憩所に移動したところで歩けなくなり、椅子の上に横になった。その時点で
意識が朦朧としていたため、水を飲ませる、首筋に水をかける、ズボンを脱がせるなどを行っ
たが、声をかけても反応がない状態となったため、救急搬送を要請した。
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清掃業，廃棄物処理業における
労災死亡事例（２）
2013/7/12 神奈川県横浜市での事例（35歳，経験4年，当日最高気温：34.4℃）

 被災者は災害発生日の8:48頃から機械式ごみ収集車を運転し、同乗した同僚作
業員とともに家庭ごみの収集運搬作業を行っていた。

 同日15:07頃、助手席にいた同僚が被災者の運転操作の異変に気付き、運転を交
替し、被災者を助手席で休ませながら作業を継続した。

 しかし、被災者の容体が悪化したため、15:21に救急車を要請し、総合病院に搬
送された。

 その後治療中であったが、23日後の8/4 8:47に死亡した。

 ゴミ収集車のエアコンは正常に稼働していたが，収集箇所に停まるごとに乗降
を繰り返すため，運転室内には外気が常態的に入り込む状況であった。
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清掃業，廃棄物処理業における
労災死亡事例（３）
2016/6/22 滋賀県長浜市での事例（53歳，経験2年，当日最高気温：27℃）

 被災者はゴミ収集員であり、当日は午前中でごみ収集業務を終わらせ、午後
から事業場敷地内の下刈り作業を行っていた。

 13時から14:30まで刈払い機で下刈作業を行い、冷房の稼働した建物内の休
憩室で1時間休憩を取った後、同僚と共に敷地内の雑木の切り枝の回収業務
を行い、16:00に作業を終了した。

 作業が終了して喫煙場所のベンチで休憩していたところ、16:30に嘔吐、発
汗が多かったことから熱中症を疑い救急搬送された。

 搬送時の体温は34.6℃、病院到着時の体温は36.6℃であったが搬送30分後に
40℃を超えて意識を失った。氷による冷却、解熱剤投与の効果も見られず、
翌々日の24日2:41、脳梗塞により死亡した。
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清掃業，廃棄物処理業における
労災死亡事例（４）
2017/8/10 愛知県大府市での事例（48歳，経験4ヶ月，当日最高気温35.7℃）

 家庭ゴミの収集中、ゴミ収集員である被災者が突然倒れた。ただちに病院へ救
急搬送されるも、同日午後1時25分、死亡したもの。

 通常、8:30～9:40、10:00-11:15、13:00-14:00、14:20-15:20、15:40-16:20の5
回の収集を行っている。今回の災害は2回目のゴミ収集時に発生。

 1回目のゴミをクリーンセンターに搬入後、10:00頃から二回目の収集を開始。
途中、10:25から15分程度の休憩。作業再開後、マンション駐車場にてゴミ収集
を行っていたが、ゴミ袋の山に覆いかぶさるように倒れているのを同僚が発見、
救急搬送されたが死亡が確認された。

 事務所の休憩室にはエアコン、冷蔵庫が整備されており、昼休憩は休憩室にて
とることになっているが、10:30前後の小休憩は他会社駐車場にパッカー車を駐
車し、エアコンを入れた状態で車内休憩を取っていた。
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2. 有効な熱中症防止対策
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熱中症のメカニズム（概略）

15

暑熱ばく露

体温上昇

皮膚血管拡張反応 発汗反応

体温上昇防止

熱失神（熱虚脱） 熱痙攣

熱疲労（熱疲はい）体温上昇

熱射病

死亡

血圧低下
脳に血液が行かなくなる

血中の塩分不足

水分・塩分不足（脱水）

重篤な後遺症

Ⅰ度

Ⅱ度

Ⅲ度・Ⅳ度

脱水で汗をかけない

気化熱

心拍数上昇

熱伝導

高体温による
筋肉や臓器の障害

体温上昇が止まらなくなる

どこかでこの流れを止めれば
熱中症にならない
（または重症化しない）



熱中症のメカニズムからみた対策
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暑熱ばく露

体温上昇

皮膚血管拡張反応 発汗反応

体温上昇防止

熱失神（熱虚脱） 熱痙攣

熱疲労（熱疲はい）体温上昇

熱射病

死亡 重篤な後遺症

心拍数上昇

①暑熱ばく露の評価と軽減
②作業管理（休憩，服装）

④暑熱順化

⑤健康管理

③水分・塩分
補給

⑦熱中症教育
⑧統括管理

⑥救急体制の
整備
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1. 熱中症の発生状況

2. 有効な熱中症防止対策

① 暑熱ばく露の評価

② 暑熱ばく露の軽減

③ 有効な休憩所の設置と休憩タイミング

④ 水分・塩分の摂取

⑤ 暑熱順化

⑥ 健康管理

⑦ 救急体制の整備 など
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熱中症リスク評価に必要な指標は？
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熱中症のリスクを増大する環境要因

気温（高温）

湿度（多湿）

日射・輻射熱

気流

気温が高くなると，体に熱がこもりやすくなる。

湿度が高くなると，汗が蒸発しにくくなり，
気化によって熱が冷めにくくなる。

日射が強かったり，輻射熱，反射熱が強いと
体に熱がこもりやすくなる。

風がなかったり弱かったりすると，汗が蒸発
しにくくなり，気化によって熱が冷めにくくなる

熱中症リスクを評価するためには，これらを評価できる指標が必要。



熱中症リスク評価に用いられる
WBGT（湿球黒球温度）

気温，湿度，日射（輻射熱），気流の４要素を評価できる指標
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乾湿温度計 黒球温度計

＋

屋外（正確には「日射あり」）での算出式
WBGT(℃) ＝0.7 × 湿球温度 ＋ 0.2 × 黒球温度 ＋ 0.1 × 乾球温度

屋内（正確には「日射なし」）での算出式
WBGT(℃) ＝0.7 × 湿球温度 ＋ 0.3 × 黒球温度

黒球⇒輻射熱（日射）
⇒気流（冷めやすさ）

乾球⇒気温

自然湿球⇒湿度
⇒気流（気化しやすさ）



様々な市販WBGT測定器

少なくとも，黒球を有する測定器を使用する必要がある。
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黒球あり・
湿度センサー型

黒球あり・自然湿球型

150mm
黒球

小型
黒球

黒球なし

ISO 7243 / JIS Z8504 JIS B7922



電子式WBGT測定器についての留意点

 改定前のJIS B7922:2017に基づく測定器は，日射のある環境で
低めに出る可能性がある。

 改定後のJIS B7922:2023に適合した測定器が市場に出ているで，
新たに導入もしくは買い替えの際は，「JIS B7922:2023」と記
載されていることを確認。

 旧JIS適合品を使う際は，日射のある環境では+1～2℃するなど
の対応が必要。

 測定器の寿命もあるので，可能であれば買い替えの検討を。
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WBGT簡易推定図（日本生気象学会）
についての注意点

 日本生気象学会の簡易推定図は，
2021年に改定され，「日射のない
室内専用」と明記されました。

 それ以前のもの（Ver.1～
Ver.3.1）とは，推定図の中身が
変更されています。

 まだ古いものがガイドライン等に
掲載されている可能性があります
が，そのような場合は新しいもの
に置き換えて使用してください。
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簡易換算表は屋内の一般環境用ですので，
屋外や日射・発熱源のある屋内では絶対に使用しないよう，お願いいたします。

https://seikishou.jp/committee/日本生気象学会 熱中症予防研究委員会



WBGTに基づく評価（労働環境向け）
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WBGT測定値がこの値を超え
ている場合

何らかの対策が必要

26 23

25 20

熱中症発症リスクが高くな
ると言われている，
「深部体温38℃以上」にな
る可能性あり

※ JIS Z8504改定に伴い，
基準値の一部に変更が生
じています。



衣服を加味したWBGTの評価

 ISO 7243: 2017 (JIS Z8504: 2021)で
は，衣服効果を加味した「有効WBGT
（WBGTeff）」を用いて評価。

◼ WBGTeff=WBGT+CAV

 JIS Z8504改定に伴い，令和3年通達
（およびクールワークキャンペーン）
でも採用。

衣服組み合わせの例 CAV（℃）
作業服 0
つなぎ服 0
単層のSMS不織布製のつなぎ服 0
単層のポリオレフィン不織布製つ
なぎ服

2

織物の衣服を二重に着用した場合 3
つなぎ服の上に長袖ロング丈の不
透湿性エプロンを着用した場合

4

フードなしの単層の不透湿カバー
オール

10

フードつき単層の不透湿カバー
オール

11

服の上に着たフードなし不透湿の
つなぎ服

12

フード +1

24

衣服の種類
補正値
（℃）

作業服（長袖シャツとズボン） 0
布（織物）製つなぎ服 0
二層の布（織物）製服 3
SMSポリプロピレン製つなぎ服 0.5
ポリオレフィン布製つなぎ服 1
限定用途の上記不浸透性つなぎ服 11

令和3年通達における衣服補正平成21年通達における衣服補正



WBGT低減対策の一例
（ミストファンによるWBGT値の低減）
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• ミストファンにより，WBGTを1～4℃低減可能。
• 閉鎖空間では湿度上昇に注意が必要だが，開放空間では有用。



適切な作業着の選定

 業種・職種によっては長袖，手袋，保護具などの着
用が必要なケースも多い（建設業等）

 可能な限り，通気性の良い服や，ファン付き作業服
等の活用が望まれる。
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防暑服・防暑グッズの活用について

 暑いところでの作業が必要な場合，防暑服・防暑グッズの活用は
体温上昇を防ぐ意味で有効である

 冷却材を用いたクールベストと，ファン付き作業服の併用は有効

 相転移型(PCM)のクールベストは，冷えすぎず，クーラーボックス
や流水で再固化可能なため，現場で使いやすい

 冷水循環方式の冷却ベストも有効性は高い（チラー型など）
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2. 有効な熱中症防止対策
③有効な休憩所の設置と休憩タイミング

1. 熱中症の発生状況

2. 有効な熱中症防止対策

① 暑熱ばく露の評価

② 暑熱ばく露の軽減

③ 有効な休憩所の設置と休憩タイミング

④ 水分・塩分の摂取

⑤ 暑熱順化

⑥ 健康管理

⑦ 救急体制の整備 など

3. 事前にいただいていた質問への対応

28



熱中症防止に必要な対策として
「休憩所の整備」が非常に重要

29

暑熱環境の評価と軽減

休憩回数・時間の増加
作業時間の短縮

水分・塩分の摂取

暑熱順化
（暑さに慣れる）

健康管理

救急体制の整備

熱中症教育

統括管理
（組織としての対策）

休憩所
の

整備

• 休憩所がきちんと整備でき
ていないと，せっかく休憩
しても体を冷やすことがで
きません。

• 体調が悪くなったときに休
む場所がなければ，救急搬
送しても助からない可能性
があります。



大規模事業場・大規模現場での休憩所

 大規模事業場，大規模現場ではこのような冷房や冷蔵庫，横になれるス
ペースのある休憩所が設置されています。

 このような休憩所があれば，休憩や体調不良時に体を冷やすことができ，
熱中症の発症や重症化を防止することにつながります。

⇒ では，小規模事業場，小規模現場ではどのようにすればよいでしょうか？

30



小規模事業場・小規模現場での
休憩所設置の事例（１）

 冷房の効いた休憩所が難しい場合は，最低でも日差しをさえぎることの
出来る休憩スペースの設置を検討する。

 横になれるベンチや，扇風機，ミスト付き扇風機，水分・塩分を補給で
きるウォータージャグ等を設置することにより，より効果的な休憩所と
することができる。
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小規模事業場・小規模現場での
休憩所設置の事例（２）

 一般家屋建設現場における，足場材・遮光ネットを利用した簡易休憩所
◼ 一般家屋建設現場は現場が狭小であることが多く，休憩所設置が難しいとされる。

◼ 足場材を使って簡易的な休憩所を設置することにより，狭小地でも設置可能な休憩所を，経費を
抑えて設置が可能。

◼ 遮光ネットで覆うことにより，風通しを維持しつつ日射を遮る効果や，内側からの見通しを維持
した上で，外側からの目隠し効果が期待できる。

◼ ミスト付き扇風機やベンチを設置することにより，より効果的な休憩所とすることができる。
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作業―休憩タイミングの設定
（暑熱作業時間の短縮）

 WBGT値が基準値を大幅に超過しているとき，以下のよ
うな対策の検討を考慮。

◼休憩間隔の短縮，休憩時間の延長

◼暑さのピーク時間帯の作業中止

◼早朝，夜間などへのシフト（周辺対策上，困難な場合も）

ポイント

◼ WBGT値が超過した時の対応について，あらかじめ決めて
あるか？

◼実際に実施されているか？

33



（対策例）WBGT超過度に応じた休憩

 WBGT値が基準値を超過している場合，その超過度に応じた
対策が求められる。

 超過度に応じた休憩サイクルをあらかじめ決めておくこと
が有効。

34

WBGT基準値からの超過 １時間あたりの休憩の目安

基準値～１℃ 15分

２℃ 30分

３℃ 45分

４℃以上 作業中止を検討

厚生労働省「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」における休憩の目安
※熱に順化した健康な労働者の場合。
熱に順化していない場合は休憩をさらに多めに取る必要がある。

これはあくまでも「例」です。
この値にとらわれる必要は

ありません。



作業開始前，休憩時の
「プレクーリング」の活用

 活動前に身体冷却を行う「プレクー
リング」を行っておくと，体温上昇
が抑制され，活動可能時間を延長す
ることが可能

 プレクーリングの方法として，手足
の浸水や，送風スプレーがある（併
用すると効果が高い）

 飲用して身体の中から冷やす「アイ
ススラリー」が市販されているので，
これを活用するのもよい
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2. 有効な熱中症防止対策
④水分・塩分の摂取

1. 熱中症の発生状況

2. 有効な熱中症防止対策

① 暑熱ばく露の評価

② 暑熱ばく露の軽減

③ 有効な休憩所の設置と休憩タイミング

④ 水分・塩分の摂取

⑤ 暑熱順化

⑥ 健康管理

⑦ 救急体制の整備 など

3. 事前にいただいていた質問への対応
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作業管理（２）水分・塩分の定期的な摂取

 厚生労働省は，0.1～0.2％の食塩水（Naとして40～80mg/dL）
を20～30分おきにコップ１～２杯摂取することを推奨。

◼ 暑熱環境や作業強度にもよるが，概ね1時間でペットボトル1～2本が
目安。

◼ 市販のスポーツドリンクが便利だが，糖分のとりすぎに注意！

◼ 高血圧症の人は，塩分の摂取が適当かどうか主治医に確認すること。

 のどが渇いてからではなく，定期的に摂取することが重要。

◼ 作業者任せにせず，摂取状況をチェック表などで確認する。

◼ 摂取しやすい環境を整える。
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（参考）米軍における休憩・水分補給の基準

38

25.6～27.7

27.7～29.4

29.4～31.1

31.1～32.2

> 32.2

℃

米国の基準なので
単位に注意！

1 quart = 0.946 L
（ほぼ1Lと考えてよい）



2. 有効な熱中症防止対策
⑤暑熱順化

1. 熱中症の発生状況

2. 有効な熱中症防止対策

① 暑熱ばく露の評価

② 暑熱ばく露の軽減

③ 有効な休憩所の設置と休憩タイミング

④ 水分・塩分の摂取

⑤ 暑熱順化

⑥ 健康管理

⑦ 救急体制の整備 など

3. 事前にいただいていた質問への対応

39



暑熱順化

 熱への順化（暑熱順化）とは？

◼ 熱に慣れ，当該作業に適応すること。

◼ 計画的に順化させること

 熱に慣れることにより，２～３日で自律神経が変化し，
少しの熱でも下記の反応が起きやすくなる。

◼ 第一段階：皮膚血管拡張反応

◼ 第二段階：発汗反応

 ４～５日で内分泌系（ホルモン系）が変化

◼ 塩分の損失を抑える効果

◼ 汗がサラサラになり，蒸発・気化しやすくなる効果
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暑熱順化の例

 汗をうまくかいて体内の熱を放出する働きを，暑くなる前，
暑熱作業する前に目覚めさせることが必要。

◼ 仕事後にジムで一汗かく

◼ ウォーキングやジョギング，自転車などでしっかりと汗をかく
 帰宅時にひと駅分歩くだけでも効果的

◼ 半身浴やサウナで汗をしっかりかく

◼ 冷房は控えめにする

◼ 順化していないまま作業に入る場合は，無理をせず（させず）に
一週間くらいかけて徐々に暑い場所で作業するようにする

 これを「計画的」に行うにはどうすればよいかを考える。
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2. 有効な熱中症防止対策
⑥健康管理

1. 熱中症の発生状況

2. 有効な熱中症防止対策

① 暑熱ばく露の評価

② 暑熱ばく露の軽減

③ 有効な休憩所の設置と休憩タイミング

④ 水分・塩分の摂取

⑤ 暑熱順化

⑥ 健康管理

⑦ 救急体制の整備 など

3. 事前にいただいていた質問への対応
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持病による熱中症リスクの増加

 糖尿病
◼ 血糖値が高い血液を薄める

ために水分が必要となり，
それを排出するために脱水
になりやすい

 高血圧症
◼ 降圧利尿剤を服用している

ことが多い

◼ 塩分制限を受けているため，
定期的な塩分摂取が難しい

 心疾患
◼ 降圧利尿剤を服用している

ことが多い

 慢性腎不全
◼ 水分塩分のコントロール不全に

より電解質代謝が阻害され，水
分塩分不足になりやすい

 皮膚疾患
◼ 汗をかきにくい

 自律神経機能に影響が
ある薬剤の使用
◼ 発汗機能や体温調節機能が阻害

される可能性

43

定期健診や入職時に持病を確認し，必要によって措置を行うことが重要。
産業医や主治医に対応を確認すること。



体調不良や不摂生のリスク

 風邪，発熱

◼ 初期では熱放散反応
が抑制，体温上昇が
加速

◼ 解熱期は汗を大量に
かき，脱水

 下痢・嘔吐

◼ 脱水

 飲酒，二日酔い

◼ 利尿作用，脱水

 朝食の未摂取

◼ 食物からの水分・塩
分摂取の不足

 睡眠不足

◼ 体温維持能力の低下

◼ ヒューマンエラーの
増加

44

朝礼時や巡視時，休憩時に健康状態を確認することが重要。



暑熱負担の警戒信号

以下の5つの状態のいずれかが認められたら，暑熱負担が増大
しており，このまま作業を継続すると熱中症の危険性が高いと
されている。

 １分間の心拍数が数分間継続して（180ー年齢）を超過

 作業強度ピークの一分後の心拍数が120を超過

 作業中の体温が38℃を超過

 体重が作業前から1.5％以上減少

 激しい喉の渇きや疲労感の症状が発現

45

果たして，このような状態を作業中に把握できるのかどうか？



ある程度できること：心拍数の把握

脈拍数による心拍数の把握

◼一定時間（例：10秒間）の脈拍数から心拍数を把握

 10秒で20回なら120bpm，25回なら150bpm

最近普及してきたリストバンド型心拍計や，スマート
ウォッチを活用。

◼リスクの高い職場では，IoT技術を用いた集中管理システムの
導入も一考。
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難しいこと：体温・体重の把握

 作業中の体温を把握することは「難しい」

◼ 外部から測定できるのは「皮膚温」であり，外気によって左右されやす
いため，体温として測定することは難しい

◼ 熱中症のリスクを判断するには身体の奥の温度（深部体温）であるが，
一般的に「直腸温」や「食道温」が必要で，非侵襲的に現場で測定する
ことはできない

◼ 休憩時に腋窩温や舌下温で把握するのがせいぜい

 体重は，衣服に染み込んだ汗の影響が大きいため，着衣常態で測
定しても意味がない
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ウェアラブルデバイスについて
 熱中症防止対策を謳ったウェアラブルデバイスが市販され

ている

 その中には，「体温（深部体温）」を測定可能としている
ものがあるが，現状ではリストバンド型のウェアラブルデ
バイスで深部体温を測定することは難しいと考えられる
（少なくともエビデンスがない）

 現段階でエビデンスがあるのは「心拍数」を測定するウェ
アラブルデバイス（リストバンド型心拍計，スマート
ウォッチ）である

 「体温」を指標とするものではなく，「心拍数」を指標と
するもの（あるいは，心拍数を元に熱中症リスクを示すも
の）を選択すべき

48

体温？ 心拍数？



着衣型の心拍数センサーにより，作業者の心拍数を集中管理。
⇒ 熱中症の危険を察知，対策に繋げる。

欠点：コストが高い

心拍数による熱中症防止対策の先進事例
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出典：Envital®，大林組



スマートウォッチとスマートフォンの
連携による遠隔管理

 スマートウォッチの中には，スマートフォンのアプリと同期して，離れ
た場所からでもデータを確認できるものがある

 これを活用すれば，小規模な集団でも比較的低コストで遠隔管理が可能

 単独作業をせざるを得ない場合にも有効と考えられる。

50

作業者が装着したスマートウォッチ 作業者のスマートフォン

Bluetooth

管理者のスマートフォン

Internet



尿の色による脱水状態の把握
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出典：



2. 有効な熱中症防止対策
⑦救急体制の整備 等

1. 熱中症の発生状況

2. 有効な熱中症防止対策

① 暑熱ばく露の評価

② 暑熱ばく露の軽減

③ 有効な休憩所の設置と休憩タイミング

④ 水分・塩分の摂取

⑤ 暑熱順化

⑥ 健康管理

⑦ 救急体制の整備 など
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熱中症の重症度と対応
53

（注：現在では，Ⅱ度は
「病院への搬送が必要」とされています。



熱中症の救急措置（現場でできる対応）
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体を冷やして休むことができる
休憩所が必要



熱中症教育
 熱中症に関する教育は重要。

 組織や労働者の熱中症に対する意識を高め，自発的
に対策を行うきっかけになる。

※教育資料の例
◼ 厚生労働省

「学ぼう！ 備えよう！ 職場の仲間を守ろう！
職場における熱中症予防情報
https://neccyusho.mhlw.go.jp
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• 熱中症教育用の動画
• e-Learning
• 理解度クイズ



統括管理の例

熱中症予防管理者の選任（クールワークキャンペーンで
推奨）

巡視時に下記の事項を確認。

◼ WBGTの低減対策は実施されているか？

◼各労働者が暑さに慣れているか？

◼各労働者の体調は問題ないか？

◼作業の中止や中断の必要はないか？

◼各労働者は水分や塩分をきちんと摂っているか？

まずは組織として，熱中症対策を考えることが重要。
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まとめ

 熱中症は「きちんと対策・対応すれば防げる」
（発症しない，発症しても重症化しない）

 事業者に罰則付き義務を課する法令改正がなされたが，「やるべき
こと」は全く変わらない。皆が出来ることを確実に実施することが
大事。

◼ WBGTによる熱中症リスクの把握

◼ 有効な休憩所の設置

◼ 休憩サイクルの設定

◼ 水分・塩分の摂取

◼ 計画的な暑熱順化

◼ 健康状態の把握

◼ 救急体制の整備
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繰り返しになりますが，どこで熱中症に
つながる流れを止めるかが重要
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暑熱ばく露

体温上昇

皮膚血管拡張反応 発汗反応

体温上昇防止

熱失神（熱虚脱） 熱痙攣

熱疲労（熱疲はい）体温上昇

熱射病

死亡 重篤な後遺症



ご清聴ありがとうございました

今後も暑い夏は続くと思いますが，

皆の力で熱中症を防止していきましょう！
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